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■
受
賞
フ
ァ
イ
ル
（
敬
称
略
）

◎
29
年
秋
季
北
岩
手
交
通
安
全
協
会
優

良
運
転
者
等
表
彰（
10
月
19
日
）

◆
東
北
管
区
警
察
局
長
・
東
北
交
通
安

全
協
会
長
連
名
表
彰
▼
優
良
運
転
者　

田
村
正

◆
全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
交
通
栄
誉

章
緑
十
字
銅
章
▼
功
労
銅
章　
熊
谷
伸

夫
▼
優
良
銅
章　
小
野
寺
己
則
、
工
藤

民
一

◆
県
警
察
本
部
長
・
県
交
通
安
全
協
会

長
連
名
表
彰
▼
功
労
者　
工
藤
剛
▼
優

良
運
転
者　
齊
藤
ヨ
シ
子
、
佐
藤
リ
キ

子
、
立
花
昌
子
、
田
中
耕
一
、
小
野
寺

昭
一
、
小
玉
吉
子
、
立
花
國
彦

◆
岩
手
警
察
署
署
長
・
北
岩
手
交
通
安

全
協
会
長
連
名
表
彰
▼
優
良
運
転
者　

藤
原
愛
子
、
向
井
千
賀
子
、
遠
藤
菊
太

郎
、
及
川
光
一
、
田
村
真
紀
、
工
藤
清

子
、
田
村
と
し
え
、
熊
谷
美
智
子
、
大

和
田
順
一
、
吉
田
一
則
、
遠
藤
晴
雄
、

西
川
昌
宏
、
八
幡
家や
き
ゅ
う九

◎
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
・
女
性
部

連
合
会
創
立
50
周
年
記
念
式
典（
11
月

８
日
）

◆
東
北
経
済
産
業
局
長
表
彰
▼
優
良
商

工
会
女
性
部　
市
商
工
会
女
性
部
▼
女

性
部
功
労
者　
遠
藤
一い
ち

子こ

◆
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
▼
青
年
部

功
労
者　
工
藤
光
栄

◆
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
長
表
彰
▼

青
年
部
功
労
者　
工
藤
裕
一
、
藤
原
健

太
朗

◆
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長
表
彰
▼

女
性
部
功
労
者　
向
井
ト
シ
子
、
小
野

寺
ミ
ノ
エ

◎
29
年
度
県
私
学
教
育
表
彰（
11
月
８

日
）

▼
個
人　
高
橋
雅み
や
こ子（
ひ
な
ぎ
く
幼
稚

園
）

◎
29
年
度
納
税
表
彰（
11
月
10
日
）

▼
盛
岡
税
務
署
長
表
彰　

古
川
勝
雄

（
県
青
色
申
告
会
連
合
会
理
事
）

◎
29
年
度
県
卓
越
技
能
者
表
彰（
11
月

1５
日
）

▼
青
年
卓
越
技
能
者　
斉
藤
義
徳（
㈱

わ
し
の
尾
）、
八
幡
理
恵
子（
八
幡
平
市

安
代
漆
工
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
）、工
藤

理
沙（
安
比
塗
漆
器
工
房
）

◎
西
根
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
平
和
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト（
11
月
1５
日
）

▼
最
優
秀
賞　
古
川
真ま

い愛（
松
野
小
）、

川
村
花は
な
き妃（
西
根
中
）、
佐
々
木
彩
那（
西

根
第
一
中
）▼
優
秀
賞　
有
馬
朋と
も

生き

、
小

舘
愛ま
な
か佳（

大
更
小
）、
佐
藤
茶
芽（
平
笠

小
）、
大
和
田
凱か
い
と斗（
寄
木
小
）、
島
田

実み
ゆ
う優（

平
舘
小
）、
工
藤
亜
美（
田
頭
小
）、

中
嶋
優ゆ
う
し
ん掌
、
古
川
紗さ

や綾（
松
野
小
）、
畠

山
瞳
、
髙
橋
清し
ん

之の

介す
け（

寄
木
小
）、
柴
崎

光み
つ
き祈（
柏
台
小
）、
小
野
寺
未
紗（
西
根
第

一
中
）、
渡
邊
李も
も
か花（

西
根
中
）、
佐
藤
夏

姫
、佐
々
木
百も
ね峰
、長
野
眞
帆（
松
尾
中
）

◎
第
６
回
東
北
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク

ー
ル（
11
月
26
日
）

▼
準
優
勝　
松
川
一
の
宮
太
鼓
は
な
組　

※
３
月
2５
日
に
石
川
県
で
開
催
さ
れ
る

第
20
回
日
本
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー

ル
出
場
権
を
獲
得

◎
県
P
T
A
連
合
会
年
次
表
彰
式（
11

月
26
日
）

◆
東
北
P
T
A
協
議
会
会
長
表
彰
▼

団
体　
田
山
小
P
T
A

◆
三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
▽
小
学
生
の
部

▼
最
優
秀
賞　
千
葉
颯
馬（
田
山
）▼
奨

励
賞　
鈴
木
奏
斗（
松
野
）、
高
橋
心み
は
る暖

（
寄
木
）▽
中
学
生
の
部
▼
奨
励
賞　
安

保
翔か
け
る（
安
代
）

◎
県
公
衆
衛
生
功
労
者
等
表
彰
式（
12

月
１
日
）

◆
県
食
生
活
改
善
推
進
員
団
体
連
絡
協

議
会
長
表
彰
▼
団
体　
市
食
生
活
改
善

推
進
員
連
絡
協
議
会

◎
平
成
29
年
度
県
小
・
中
学
校
新
聞
コ

ン
ク
ー
ル（
12
月
５
日
）

◇
中
学
校
◆
学
校
新
聞
▼
入
選　
西
根

第
一

◆
は
が
き
新
聞
▼
優
良
賞
▽
１
年　
西

根
第
一
１
組
▽
２
年　
西
根
第
一
１
組

◎
第
8
回
い
っ
し
ょ
に
読
も
う
！
新
聞

コ
ン
ク
ー
ル（
12
月
５
日
）

◆
岩
手
賞
▼
団
体　
安
代
中

◎
29
年
度
い
わ
て
農
林
水
産
躍
進
大
会

（
12
月
21
日
）

▼
い
わ
て
中
山
間
賞　
横
間
集
落

◎
29
年
度
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
県
大
会（
12
月
24
日
）

◆
審
査
員
特
別
賞
▼
県
中
学
校
長
会
長

賞　
山
本
鈴
華（
安
代
）▼
エ
フ
エ
ム
岩

手
社
長
賞　
関
陽ひ
な
た向（

安
代
）

　安代地区を管轄する浄安森林組合は11月19日、
香川県で開催された第41回全国育樹祭において、
全国育樹活動コンクール団体の部で農林水産大臣
賞に次ぐ「林野庁長官賞」を受賞しました。
　同組合は▶森林所有者の合意形成を積極的に図
り、施設集約化を推進▶集約化団地における路網
整備を進め、高性能林業機械による効率的な素材
生産に取り組み、木材販売収入を確保して林家の
所得向上に貢献▶低密度植栽や弱度の間伐の励行

　平成29年度総務大臣感謝状贈呈式は10月2５日、
総務省で開催され、野田聖子総務大臣より市消防
団の工藤十

と く
九団長へ感謝状が手渡されました。

　全国的の消防団員が減少している中、団員が増
加している消防団へ感謝状が贈られており、市
消防団員は28年度748人から29年度810人（充足率
80.3％）と相当数増加（※各年度４月１日の人数）。
機能別消防団員制度導入による経験者の再入団や
団員募集を積極的に展開したことが増加につなが

など、雪害に備え
た森林づくりの実
践▶漆林の育樹技
術の普及に努め、
漆産業の振興に貢
献－などの活動が
評価されました。

りました。
　感謝状は全国28
の消防団に贈呈さ
れ、県内では本市
消防団のほか、九
戸村消防団も選ば
れました。

喜びをかみしめる工藤十九団長
（右）と九戸村消防団長

受賞報告に訪れた浄安森林組合
の皆さん（12月６日、市役所）

集約化進め、地域林業の振興に貢献

浄安森林組合に林野庁長官賞
消防団員増加がたたえられ

市消防団に総務大臣感謝状

安全祈願碑を除幕する小野寺館長（左から２人目）や田
村正彦市長（右端）、地元の子どもたち

谷地中地区で安全祈願碑を建立
災害などから地域の安全を願う

　
荒
木
田
地
内
の
谷
地
中
地
区
安
全
祈
願

碑
除
幕
式
は
12
月
９
日
、同
地
区
内（
小
野

寺
千
誠
さ
ん
宅
隣
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
除
幕
式
は
谷
地
中
自
治
公
民
館（
小
野

寺
安
則
館
長
）が
主
催
し
、地
元
住
民
な
ど

約
30
人
が
参
加
。除
幕
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、

神
事
を
行
い
、
住
民
の
安
全
を
願
い
ま
し

た
。小
野
寺
館
長
は「
建
立
を
機
会
に
、防

災
力
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
た
い
」と
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
祈
願
碑
に
は
、
無
火
災
と
す
べ
て
の
自

然
災
害
の
な
い
地
域
を
祈
願
す
る
文
章
が

刻
ま
れ
、
建
立
費
に
は
市
の
地
域
づ
く
り

一
括
交
付
金
が
活
用
さ
れ
ま
し
た
。家族経営協定調印式参加者。前列左から田村敦子さん、

靖さん、田村市長、髙橋勝哉さん、輝子さん、後列左か
ら髙橋会長、高橋所長

　家族経営協定合同調印式は12月11日、市役所で開
催されました。
　調印式には、田村靖さん・敦子さんご夫妻＝五百
森＝、髙橋勝哉さん・輝子さんご家族＝椛沢＝の2
戸の農家が出席。田村正彦市長、髙橋守男市農業委
員会長、高橋昌子八幡平普及センター所長が立ち会
い、家族間の経営協定を締結しました。
　家族経営協定は、曖昧になりやすい経営方針や役
割分担、就業環境などを書面で明確にし、働きやす
い環境作りのために締結するものです。

魅力的な農業経営を家族で目指す
家族経営協定合同調印式を開催

高
校
生
と
商
店
主
が
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
制
作

地
域
を
照
ら
す
明
か
り
に
若
い
感
性
が
加
わ
る

　
平
舘
地
区
商
店
主
な
ど
で
結
成
し
た
平

舘
青せ
い
し
ょ
う
か
い

商
会（
工
藤
哲
雄
会
長
）は
12
月
19
日

の
夕
方
、
平
舘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
工
藤
弘
光
セ
ン
タ
ー
長
）前
に
設
置
し
た

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点
灯
さ
せ
ま
し
た
。

　
点
灯
式
に
は
同
会
の
会
員
や
平
舘
高
の

生
徒
ら
約
30
人
が
参
加
。
関
係
者
が
点
灯

ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
岩
手
山
な
ど
の
山
並

み
、
平
舘
高
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
平ひ
ら
ま
る丸
」を
イ
メ
ー
ジ
し
た
雪
だ
る
ま
な
ど
が

鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

　
今
年
で
２
回
目
と
な
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
設
置
。
よ
り
魅
力
的
に
地
域
を
照
ら

す
に
は
若
い
感
性
が
必
要
と
し
て
、
初
め

て
平
舘
高（
太
田
優
子
校
長
）に
デ
ザ
イ
ン

を
依
頼
し
ま
し
た
。
美
術
の
授
業
を
選
択

す
る
生
徒
と
美
術
部（
吉
田
優ゆ

あ愛
部
長
）の

部
員
か
ら
約
５0
案
が
集
ま
り
、
青
商
会
と

部
員
が
話
し
合
っ
て
複
数
の
案
を
組
み

合
わ
せ
た
デ
ザ
イ
ン
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
吉
田
部
長（
2
年
）は「
山
並
み
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
の
が
難
し
か
っ
た
け
ど
、
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
き
れ
い
で
う
れ
し
か

っ
た
で
す
」と
ほ
ほ
笑
み
ま
し
た
。

　
点
灯
は
２
月
末
ご
ろ
ま
で
の
予
定
で
す
。 色鮮やかにきらめく平舘コミュニティセンター前の広場

点灯ボタンを押す（左から）工藤センター長、吉田
部長、岩鷲護神ハチマンタイラー、太田校長
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